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手 軽 な 震 災 へ の 備 え  
 

 

浅井 員武（防災士・和光市 BOSAI まちづくり伝道師)  
 

今年は、元日早々、石川県能登半島を震源と

する最大震度7の大きな地震が発生しました。

地震は、私たちの生活にとって最大の脅威の

ひとつであり、日本ではいつどこで発生する

かわかりません。地震で怖いのは「建物倒壊」

「火災」「津波」と言われています。たとえ建

物に損傷がなくても電気・ガス・水道などのラ

イフラインが長期間使用できなくなることで

す。首都直下型地震（東京湾北部地震）のとき

埼玉県では復旧まで、電気は6日、電話14日、

都市ガス 55 日、上水道 30 日、下水道 30日

の日数がかかるとしています。少なくとも私

たちは、停電・断水に備える必要があると想定

されています。 

地震時、和光市ならびにシーアイハイツ和光

では、可能な限り避難所を利用せずに在宅で

避難することを推奨しています。それは、多く

の住民が避難所に殺到することによる混乱と

環境変化によって体調を壊す人が多く出るこ

とが予想されるからです。私たちがやるべき

ことは、防災対策としての家具の固定等、日ご

ろからの日用品の備蓄、いつも食べている食 

 

品を多めに備えることです。 

災害時に必要なものは、7日分以上の食料品

（特に防災用である必要なし）、水（一人当た

り１日 3ℓ×7日分）、カセットコンロ、ランタ

ン、簡易トイレ（災害時トイレ）、乾電池、常

備薬、モバイルバッテリーなどです。詳しくは、

和光市作成のハザードマップやシーアイハイ

ツ和光震災時マニュアル等を参照してください。 

在宅避難では、非常時持ち出し用品は特に

用意せず、普段の備品の活用で生活ができる

ようにします。そこで、手軽に安価で常備可能

な防災グッズを（100円ショップで）購入して

みました。是非参考にしてください。 

プレートの沈み込みに伴うマグニチュード

7級の地震が、南関東地域で今後 30年以内に

発生する確率が 70%以上あると考えられてい

ます。首都直下型地震は、いつ起こってもおか

しくない地震、早急な備えが必要です。 
 
※ 昨年 10 月の「シーアイハイツ和光防災時行動マ 

 ニュアル」説明会で話されたＦ棟の浅井さんに執

筆していただきました。（広報委員会） 

 

100均で買える防災グッズ（和光市内での実績） 

⑥ウェットティッシ
ュ 

⑦紙石鹸 

 

④甘味羊羹 

➉ライト/笛 

②ヘッドライト 

③消毒液 

⑧圧縮タオル 
 

⑨簡易トイレ 

⑪絆創膏 

紙石鹸 

 

⑤身体拭きタオル 

①LED ライト 


